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情報通信審議会議事規則第５条及び接続に関する議事手続規則第２条の規定に

より、平成１５年９月１６日付け情審通第１１２号で公告された接続約款の変更案に関

し、別紙の通り意見を提出します。 
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別紙 

ソフトバンクＢＢ 

 

 

ドライカッパの接続料に係わる NTT 東西の接続約款変更案に対する意見 

 

 

 

ドライカッパの接続料については、ドライカッパの利用形態は多くの場合、施設設

置負担金を支払っている加入電話とＩＳＤＮからＤＳＬ＋ＩＰ電話サービスへの移行と考

えられていることから、「既に施設設置負担金によって負担された額を除いた第一種

指定端末系伝送路設備の原価を単純に総回線数で除すことによって算定することが

適当である。」との情報通信審議会の答申に基づき、接続料規則の改定が行われて

います。 

今回の NTT 東西の接続約款変更案は、本答申の考え方に反して、施設設置負担

金に相当する金額を原価に加えるものであり、変更案に反対します。 

しかしながら、現時点において今後のドライカッパの利用者数と施設設置負担金を

支払った者の割合を正確に把握することが困難である等の理由により、仮に変更案

を認可するのであれば、施設設置負担金に相当する金額を原価に加える方法につい

て、今後継続的に採用されることがないよう、期限を設定する等の措置を要望しま

す。 

 

-以上- 

 


